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３ 市内小中学校の現状                         

 

（１）市内児童生徒数の推移 

市内小学校の児童数は、震災前である平成２２年度は４，０２８人でしたが、

平成３０年度は２，０９０人と１，９３８人減少（約４８％減）しています。 
   また、中学校の生徒数は、震災前である平成２２年度は１，９８５人でしたが、

平成３０年は１，２５４人と７３１人減少（約３７％減）しています。 

 
図 児童生徒数の推移（市教育要覧より：毎年度 5 月 1 日時点） 

 

①各小学校の児童数推移 

 

 

各小学校の児童数は、震災前と

現在を比較すると、鹿島小を除

く全ての学校で減少していま

す。 

 特に、平成２８年７月１２日

に避難区域を解除した小高区内

の児童数の著しい減少をはじ

め、石一小は約７割減少、太田

小は約６割減少、原二小でも約

５割の児童が減少しています。 

 また、鹿島小の児童数だけを

みると増加はしているものの、

平成３０年度の鹿島小学区は、

平成２５年度に統合した真野小

学区も含まれていることから、

現在の鹿島小学区における児童

数は減少している状況です。 
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②各中学校の生徒数推移 

     

 

（２）市内小中学校の学級数推移 

①各小学校の学級数推移 

 
 

 

 

 

 

 

各中学校の生徒数は、震災前

と現在を比較すると、鹿島中を

除く全ての学校で減少してい

ます。 

小高区内の生徒数の著しい

減少をはじめ、原三中は約５

割、原一中及び原二中、石神中

でも約３割の生徒が減少して

います。 

※真野小は平成２５年度鹿島小に統合。 
※平成３０年度の太田小及び石一小は加配教員により複式学級が解消。（なお、太

田小は平成２６年度、石一小は平成２８年度から複式学級となる児童数であった

が、加配教員により複式学級を解消し、１学年１学級体制を維持している。） 
※平成２９年度から小高小・福浦小・金房小・鳩原小は小高区４小による合同運営

にて再開し、実質１学年１学級の６学級のクラス編成。（なお、小高区の４小学

校が各学校による単独運営となる場合、全ての学校で複式学級の規模となる。） 
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②各中学校の学級数推移 

 

平成２２年度の全学級数では、小学校で１６９学級、中学校で７１学級でし

た。平成３０年度には小学校で１００学級（約４０％減）、中学校で４５学級（約

３７％減）となりました。 

また、文部科学省が示す適正規模（小学校１２学級以上、中学校９学級以上）

に満たない学校が、平成２２年度は小学校１６校中１０校、中学校６校中１校

となっていましたが、平成３０年度には小学校１５校中１１校、中学校６校中

２校が、国の示す望ましい適正規模に満たない学校となりました。 

 

 

※学級編制の基準 
学級編制を行う際、基準となる児童生徒の人数は、福島県教育委員会が次のとおり定め

ています。なお、児童生徒が少ない場合、２つの学年の児童生徒で１つの学級（複式学級）

を編制する場合があります 

 

編 制 小 学 校 中 学 校 

単式学級 
1～2 年 30 人 

3～6 年 30 人程度（33 人） 

１年     30 人 

2～3 年 30 人程度（33 人） 

複式学級 
１年を含む場合 ～ ８人 

～ ８人 
その他の場合  ～１６人 

 

 

 

    

 

 

 


